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0. はじめに 
 イタリア語には敬語表現が存在する。標準イタリア語においては、相手が 1 人である場
合、敬語表現として 3 人称単数形(lei1)が用いられるとされているが、南イタリアにおいて
は、敬語表現として 2 人称複数形(voi)が用いられるとされている。本稿は、イタリアのカン
パニア州ナポリにおいて行なった 2 回のアンケート調査を通してその使用の実態を明らか
にしようとするものである。なお、例文番号、グロスは特にことわりのない限り筆者によ
るものである。 
 
1. 先行研究 
 卒業論文中では、坂本(1979)、長神(1988)、Serianni(2000)、デッラ ヴァッレ・パトータ(2008)
の 4つの先行研究を挙げた。しかし本稿では紙幅の都合上、最も本稿と関係の深い坂本(1979)
のみを挙げる。 
 
1.1. 坂本(1979)  
  坂本(1979)はイタリア語の文法書であり、イタリア語における敬語表現について記述して
いる。以下はその記述をまとめたものである。 
 
①lei は男性にも女性にも「あなたは」の意味で用いられるが、男性に用いるときは形容詞
など関係する語を男性単数形に、女性に用いるときは女性単数形にしなければならない。 
 
(1) Professore, lei è italiano? 
先生.M.SG PRON.3.F.SG.NOM COP.PRES.3.SG イタリア人.M.SG 
先生(男性) 、あなたはイタリア人ですか？ 
 
②voi が 2 人称敬称単数「あなたは」の意味に使われる事がある。このとき動詞は 2 人称複
数形を使うが、形容詞などは単数形にする。この用法は現在では中部イタリア農村地帯や、
南部イタリアに残っているだけである。 
 
                                                        
1
3 人称女性単数形の代名詞であるが、相手が男性である場合でも用いる。 
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(2)  Voi siete buono con noi. 
PRON.2.PL.NOM COP.PRES.2.PL 優しい.ADJ.M.SG ～と PRON.1.PL.NOM 
あなたは私達に対して優しい。 
(坂本 1979: 123-124 要約) 
 
1.2. 先行研究の問題点 
坂本(1979)を含め、管見の限り現在の南イタリアにおける敬称単数形としての voi の使用
に関して詳しい記述をしているものは見つからなかった。そこで、筆者はその使用の実態
を明らかにするため、ナポリにおいて 2 回のアンケート調査を行なった。 
 
2. 第 1 回調査 
 本調査は筆者が 2012 年 5 月に南イタリア(ナポリ)で実際にはどのように敬語表現が用い
られているかを確認するため、南イタリア最大の都市、カンパニア州ナポリにて学生 40 人
を対象に行ったものである。 
 
2.1. 調査方法 
 調査方法としては、アンケート調査の形をとった。但し、アンケート用紙を配りそれに
解答してもらう方式ではなく、予め用意した質問を口頭で行い、それに対する回答を筆者
が記録する形をとった。なお、1 つの質問に対して回答は複数可とし、その場合はなぜ複数
回答であるか理由を尋ねた。 
 
2.2. 調査結果 
2.2.1. 回答者データ 
 まず、回答者のデータをまとめたものが以下の表 1 である。 
 
表 1: 回答者データ(年齢、性別) 
年齢 男性 女性 男女計 
18~19 2 人 2 人 4 人 
20~29 21 人 12 人 33 人 
30~35 2 人 1 人 3 人 
合計 25 人 15 人 40 人 
平均年齢 24 歳 22 歳 23 歳 
 
2.2.2. lei/voi/(tu) 使用状況 
 次に、質問①～⑥(下記の①～⑥の人物と会話する場合、どの形式を用いるか尋ねたもの)
の回答をまとめたものが以下の表 2 である。なお、tu はイタリア語における通常の 2 人称
単数形であり、非敬語である。パーセンテージは小数点以下第 1 位を四捨五入してある。 
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表 2: lei/voi 使用状況 
相手 lei voi tu 
①大学の教授 95% 5% 0% 
②レジ打ち 73% 22% 5% 
③ウェイター 73% 11% 16% 
④友人の母 58% 30% 12% 
⑤面識の無い人 82% 11% 7% 
⑥バスの運転手 85% 15% 0% 
合計 78% 16% 7% 
  
以上のように、まず全体的に lei を敬語として用いる、という回答が圧倒的に多いことが
わかる。特に相手が①大学の教授の場合、敬語として lei を用いる者は全体の 95％と、非常
に多くの割合を占めている。 
しかし一方で、どの項目に関しても敬語として voi を用いる者が何人かいる。その中でも
相手が④友人の母の場合は 3 割の回答者が voi を用いるという結果が出た。なお、lei/voi/tu
どの回答を選んだ者の中にも、「付き合いの長い友人の母と話す場合で、かつ敬語を用いる
場合は voi を用いる事がある」と回答した者がいた。 
lei と voi を使い分けている者(①～⑥において、回答に lei/voi の両方がみられた者)の割合
は 47.5％ (40 人中 19 人)である。つまり、およそ半数の回答者が敬語として lei と voi をそ
れぞれ状況によって使い分けているという事である。 
 更に、lei と voi の間にはどのような差異があるか質問したところ、「lei の方が voi よりも
距離を置く」「lei の方がより格式ばっている」「voi は古めかしいイメージがある」「voi は年
配の人に対して用いる」といった意見が得られた。 
 
2.3. 調査結果のまとめ 
 少なくとも 18~35 歳までの若者における敬語の使用に関しては、以下の事がわかった。 
・敬称単数形として lei を用いる者が多数派である。 
・敬称単数形としての lei/voi を使い分ける者が一定数見られる(友人の母に対しては voi、教
授に対しては lei を用いる等)。 
・敬称単数形としての lei/voi の間には違いがある(lei の方が voi よりも距離を置く、voi の方
が古めかしいイメージがある等)。 
 
2.4. 調査の問題点 
・データの集めやすさを考え、調査対象を学生のみに絞ったが、「voi は古めかしい、年配
の人が使う」等の意見から、回答者の年齢によって回答内容に差が出てくる事は明らか
である。 
・会話する相手として①大学の教授、②レジ打ち、③ウェイター、④友人の母、⑤面識の
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無い人、⑥バスの運転手を選択したが、①大学の教授、④友人の母以外に関しては、特
に理由もなく選択してしまった。lei/voi の使い分けには親密さ、年齢の差などの要素が関
係してくる事がこの調査を通してわかったため、次回調査においてはその点を意識して
会話する相手を選択する。 
 
3. 第 2 回調査 
 本調査は筆者が 2013 年 8 月にナポリにて、ナポリ出身者 21 人を対象に行ったものであ
る。3.1 で調査方法、3.2 で調査結果、3.3 で調査のまとめを記す。 
 
3.1. 調査方法 
 第 1 回調査の反省をふまえた上で、再びアンケート調査をナポリにて行った。今回はイ
ンタビュー形式ではなく、アンケート用紙を配り、それに記入してもらう形をとった。 
 
3.2. 調査結果 
3.2.1. 回答者データ 
 回答者のデータを男女、年代別にまとめたものが以下の表 3 である。 
 
表 3: 回答者分布 
 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 合計 
男性 7 2 2 1 1 1 0 14 
女性 1 1 1 1 1 1 1 7 
合計 8 3 3 2 2 2 1 21 
 
3.2.2. 年代別 lei/voi使い分け状況 
 次に、年代別の lei/voi 使い分け状況をまとめたものが以下の表 4 である。 
 
表 4: 年代別 lei/ voi 使い分け状況 
 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 合計 
使い分ける 3 3 0 2 1 1 1 11 
使い分けない 5 0 3 0 1 1 0 10 
合計 8 3 3 2 2 2 1 21 
 
 以上のように、21 人中 11 人(52%)と、半分以上の回答者が敬称単数形としての lei/voi を
使い分けているという結果が出た。また、前回の調査の回答者の大部分を占めていた 20 代
と、それより上の世代である 30 代以上を比較すると、20 代における lei/voi を使い分ける者
の割合が 43%(8 人中 3 人)であるのに対して、30 代以上は 62%(13 人中 8 人)が使い分けてい
る。 
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3.2.3. 設問別考察(ファクターの比較) 
 次に、lei と voi の使い分けにおいてどのようなファクターが強く影響しているかを考察
するため、重要であると考えられる設問とその結果をピックアップする。なお、卒業論文
においては lei/voi の使い分け、敬語/非敬語の使い分けについて親密さの差と立場の差、年
齢の差とフォーマルさの差、年齢の差と立場の差について比較、考察したが、本稿におい
ては紙幅の都合上、親密さの差と立場の差の比較についてのみ取り上げる。 
親密さの差と立場の差、どちらの方がより強いファクターであるかを確認するにあたっ
て、「友人の母と話す場合、どの形式を用いるか」という質問と、「教授と話す場合、どの
形式を用いるか」という質問の回答結果の比較を行う。この 2 つの質問は、第 1 回調査で
それぞれ特に敬称単数形として voi を使う者、lei を使う者の割合が多かったものである。
今回は、a 長年の知り合いの場合と b 知り合ったばかりの場合という場合分けを行った。そ
の結果をまとめたものが以下の表 5 である。パーセンテージは小数点以下第 1 位を四捨五
入してある。 
 
表 5: 友人の母と話す場合, 教授と話す場合 回答結果 
 友人母 a(長年の
知り合い) 
友人母 b(知り合
ったばかり) 
教授 a(長年の知
り合い) 
教授 b(知り合っ
たばかり) 
敬語(lei/voi) 48(19/29)% 100(62/38)% 86(67/19)% 100(80/20)% 
非敬語(tu) 52% 0% 14% 0% 
 
上記のデータの、敬語のうち lei/voi それぞれがどれだけの割合で用いられているかを見
るため、敬語全体を 100 とした時の lei/voi がそれぞれどれだけであるかを表したものが以
下の表 6 である。数値は小数点以下第 1 位を四捨五入してある。 
 
表 6: 友人の母と話す場合, 教授と話す場合 lei/ voi の割合 
 友人母 a(長年の
知り合い) 
友人母 b(知り合
ったばかり) 
教授 a(長年の知
り合い) 
教授 b(知り合っ
たばかり) 
lei 40 62 78 80 
voi 60 38 22 20 
 
 上の表の数値をグラフ化したものが以下の図 1 である。 
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図 1: 友人の母と話す場合・教授と話す場合 lei/voi の割合 
 
 まず注目すべきは、友人の母 a(長年の知り合い)の場合は voi が lei を上回っているが、友
人の母 b(知り合ったばかり)の場合はそれが逆転し、lei が voi を上回っている事である。こ
れを見る限りでは、voi の使用には親密度が大きく関わってくると言えそうである。 
 しかし、教授と話す場合のグラフを見ると、a 長年の知り合いの場合と b 知り合ったばか
りの場合で lei/ voi の割合には殆ど差が見られない。そのため、このグラフを見るだけでは、
立場の差と親密度の差のどちらがより強いファクターであるかを断言する事が出来ない。 
 
 そこで、2 つのファクターの強さを比較する為に、友人の母－教授の差(立場の差)、長年
の知り合い－知り合ったばかりの差(親密度の差)をグラフ化して比較したものが以下の図 2
である。 
 
 
図 2: 立場の差と親密度の差 比較 
 
以上のように、立場の差を表したグラフの方が親密度の差を表したグラフよりも傾きが
大きい。この事から、lei/voi の使用には親密度よりも立場の差がより影響していると考えら
れる。 
 
3.2.4. 回答者年代別考察 
 ここでは、回答者の年代が lei/voi の使用にどのような影響を与えているかについて考察
する。考察するにあたって、「知らない人に道を尋ねる場合、どの形式を用いるか」という
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質問の回答結果を用いた。なお、a 相手が自分より年下の場合、b 相手が自分と同年代の場
合、c 相手が自分より年上の場合という場合分けを行なった。その回答データをグラフ化し
たものが以下の図 3, 4 である。 
 
 
図 3: 回答者年代別 lei 使用状況 
 
 
図 4: 回答者年代別 voi 使用状況 
 
 voi の使用状況(図 4)に注目すると、回答者の年齢が高くなるほど voi を使用する割合が高
くなって行く事がわかる。これは、話者の年齢が高くなるほど方言的要素を保持する傾向
が強くなって行く事がその要因であると考えられる。 
図 3 においては 50,60 代、70,80 代の回答者は相手が年上の場合に lei を使う者の割合が減
っているが、これはこの年代の回答者には、他の年代の回答者と異なり、「voi の方が lei よ
りも礼儀正しい」と考えている者が多い事がその要因であると考えられる。 
 以上の事から、敬語として voi を使用するか否かにおいて回答者自身の年齢(年代)もまた
大きなファクターである事がわかる。 
 
3.3. 第 2回調査のまとめ 
 lei/voi の使い分けについては、以下のファクターが影響する事が第 2 回調査を通して分か
った。 
・自身の年齢(年齢が高くなるほど、方言を保持する傾向が強くなっていくため、特に相手
が年上である場合 voi を選択する割合が高くなる) 
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・相手との年齢差(相手の年齢が高くなるほど、voi を選択する割合が高くなる) 
・相手の立場(相手の職業が教授などの場合は voi よりも lei が用いられる事が多い) 
・相手との親密さ(親しい関係であるが敬語を用いる、という場合は voi が選択されやすい) 
・会話を行なう場所のフォーマルさ(フォーマルさが高くなるほど、lei が選択されやすくな
る) 
 
 また、lei/voi の使い分けにおける年齢差、立場の差、親密さの差、フォーマルさの差の 4
つのファクターについては、社会的/心理的ファクターの区別なしにまとめると以下のよう
な優劣関係であると考えられる。 
フォーマルさの差≧年齢の差> 立場の差> 親密度の差 
 
4. まとめの今後の課題 
2 回のアンケート調査を通して、敬称単数形としての lei/voi の使用には、自身の年齢、相
手との年齢の差、フォーマルさの差、立場の差、親密度の差などの様々なファクターが関
わってくる事がわかった。しかし、どちらの調査においても回答者が少なかった上、男女
の数を均等にできなかった事、アンケートの設問の詰めが甘かったゆえに社会的/心理的フ
ァクターを区別した考察ができなかった事、当初の予定と異なり結局南イタリアという広
い括りではなく、ナポリのみに対象を絞らざるを得なくなってしまった事が反省点である。
今後も調査、研究を続け、さらに網羅的かつ詳しい結論を導き出す事を今後の課題とする。 
 
略号一覧 
1 1st person 1 人称  M masculine 男性 
2 2nd person 2 人称  NOM nominative 主格 
3 3rd person 3 人称  PL plural 複数 
ADJ adjective 形容詞  PRES present 現在 
COP copula コピュラ  PRON pronoun 代名詞 
F feminine 女性  SG singular 単数 
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